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アカデミア創薬という言葉を最近よく耳にする。海外では“Academic Drug 

Discovery”と冠したシンポジウムやセミナーが各所で開かれている。近年アカデミ

ア創薬が取り沙汰されているのは、研究開発において一企業内の「クローズドシス

テム」から外部の知を取り入れる「オープンイノベーション」への潮流変化に拠る

ところが大きい。製薬企業において新薬創出はますますリスクが高く、困難なもの

になっている。自社だけで考えていてもアイディアのタネは限られるので、外部の

知、アカデミアを活用しようという訳である。従来、アカデミアの関与は、企業-

アカデミア間で創薬の標的となる候補分子の抽出とその妥当性の検証に重きを置

いた共同研究が主たるものであった。しかし、近年アカデミアが主体となって標的

候補分子の活性を実際に制御する化合物の同定、最適化、その化合物を用いて標的

候補分子の検証を行う方向へ関与の拡大を見せている。 

本講演では最近のアカデミア創薬の状況に関し海外を含め概説し、合わせて我々

の取り組みを紹介する。 
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